





















































































































































































の異形の者が臥して居り、姫子の前で人と化す。驚いた従女が姫子の親族に告げ、親族は衆人を連れて 登 が、蛇も弟日姫子も亡せて、沼底 「人の屍」を見つけただけだった。その 骨」を弟日姫子のものとして、峰 南に墓を造り置いたという譚である。
Ａ別離譚とＢ後日譚とは、Ｂにおいて弟日姫子のもとに通う男が












この鏡山（褶振峰）を中心として松浦地域の実際に即して当時の状況を考察してみたい。資料「唐津市・東松浦郡 遺跡分布図」は唐津湾周辺遺跡調査委員会が昭和五七年にまとめたものである。鏡山は、晴れた日に登ると頂上付近から海岸線が一望できる大変見晴らしのよいところであり、弟日姫子が狭手彦の乗る船を見送 為にこの地を選んだのは当然かと思われる ただし、遺跡の分布を示した資料 図によると、鏡山（褶振峰）の南には墳墓が集中している。褶振峰付近における墳墓の集中は 唐津地方全体の分布状況からても当該の地域 特徴的である。この事実は、Ｂの後日譚におい弟日姫子の墓 場所が峰の南に造られたこ と符合する。すなわち褶振峰（鏡山）は墳墓 隣接する地である。 のことは、そ 地が日常的には人々の意識から遠ざ られた場所であることを考えさせる。まして若い女性が訪れるような地ではなかっ ではないかと思われる。一方、栗川は鏡山の西を流れ 松浦川に比定されており地形的に納得される。資料「遺跡分布図」に見える現在の松浦川川筋は慶長年間に灌漑整備・改修さ たものである。古代 は鏡神社（鏡山の西）の西側より虹ノ松原 中ほど 河口としており、洪水の度に流れ 変 る不安定な川であったとされる
⑴
。栗川はそのよ




















































































































































と見え、馬と交換できる位の価値がある貴重品であったと考えられる。有力豪族出身の狭手彦が別離に際して弟日姫子にこのような貴重品を渡す理由のひとつには、弟日姫子の恵まれない環境へ 経済的な配慮が考えられるのかもしれない。しかし、そうであれば、弟日姫子はそれほど貴重な品を身に着けて人 行 ない峰に向かって川を渡るという行動をとるであろうか。かりに貴重だとしてもそれを身に着けて持ち歩く意味を考える必要があ のではないであろうか。
一般に「鏡」は身だしなみを整えるための道具として認識されて































































離れている夫に向かって「吾が形見」の「鏡」を見る事を勧め、 「相わないということがあるでしょうか」 と慰めている。ここには、 「形見」の「鏡」に自分の姿が映り、夫と「相ふ」ことが可能であるという期待が窺える。そのような「形見」 しての「鏡」には、天照大御神の姿を映すことで 御魂をうつしとった「鏡」の呪性と類似の要素が推測される。つまり、 「形見」としての「鏡 には以前映し出した者の姿が映り出 という発想 あったのではないか。相手の魂をも映しとるものと う「鏡」への信憑が「形見」であることを意味づけている 考えら そして狭手彦が弟日姫子との別れに贈った「鏡」もそのような「形見 であったのではないか。
弟日姫子はその大切な「鏡」をそこに付けられた「緒」が絶えた












































































































































ものであり、別れの行為であっただろう。が、そこに「振招」とあることに注目したい。弟日姫子が村を出て川を渡ってまで峰に登り「褶」を「振招」いたとあるのは、狭手彦に対して別れ難い思いを伝え、戻ってくることを願っての行為であった 出航後再び弟日姫子のもとへは戻らない相手であることを充分承知 な ら、それでも狭手彦を「振招」かずには られない、そうした状況での別れの行為であった。峰に向かう弟日姫子の目的は この「褶振り」にあり、前の鏡渡での事故 その途中の出来事と解さ る。
Ｂの後日譚において褶振峰は「身人・頭蛇」の異形の者が棲む場










「続麻」をたどって行き着いた先は、 「褶振り」をした峰にある沼のほとりであり、探し当てた男の正体は、峰に棲む「身 ・頭蛇」の異形の者であった。弟日姫子は峰が異形の者 居処であることを初めて知ったの る。本来は峰を居処とす 異形 者が、栗川という境界を越えて弟日姫子が生活する村に現 得 は、前に述べたよ に弟日姫子が「褶振 」 こと よる呪力 働きが、異形の者を目覚めさせると共に、境界に沈んだ「形見」の 鏡」に狭手彦が映り出る効果をも らし、異形の者の知る ころとなっ ためであった。狭手彦と弟日姫子は相手に思いを伝え、別れを惜しむ方法として、 「鏡」を与え、 「
褶」を振った。
しかし「鏡」と「褶」

























者の居処と解して次に起こる事態を予測してい 歌とするか、解釈が分かれてきたが、近年、木下正俊氏が 『ヤ…ム』を含む一人称主格の疑問文」は「腑甲斐ない自分の『現在』のあり方をじれったく思いつつそ をどうすることもできない
⑺
」という内容の文型であ
ると論じられ、 受けて佐佐木隆氏はこの歌 「 一夜寝たら、もうその時には帰さなく ならないのか』という不本意な心情を表明したも 」とされており
⑻
、弟日姫子への執着を窺わせる解釈と






















右は允恭天皇が衣通郎姫に詠んだ歌である。衣通郎姫の姉である皇后をはばかって、天皇は衣通郎姫を近江の坂田に住まわせ、密かに通って行く。 「一夜のみ」は密かな逢瀬故に、 「数多」を望みながら果たせない事情があって、その一夜の共寝をい おしむ心情である
玉葛絶えぬものからさ宿
ぬ
らくは年の度りにただ一夜のみ（ 『萬葉集』巻十・二〇七八、 「七夕」 ）
彦星と織姫星も「一夜のみ」という限りある逢瀬を惜しんでいる。いずれも「一夜」だけである事を恨む心情は、そうせざる 得ない事情を抱えていることに対するものである。一宿婚では、神と 婚姻という非日常性が結 的 という特殊な事態を招いている。非日常 いう点では衣通郎姫や織姫星の婚姻も共通性 持つが、前者には少ない逢瀬を恨むといった感情が介入した例は見られない。遊行女婦もまた、非日常的な世界に住むと える 、遊行女婦児島は表には出せない別離の情を詠んでい 。弟日姫子も大伴狭手彦と
の別離の方法において、その婚姻が日常的に認められる関係でないことを示していた。歌における、異形の者の憤りは、神婚の形式を知りながらも異なる望みを抱いていることを示し、この者が神ではないことを表面化させている。そし 、 「家に下」 すと表明しながら、結果的にも弟日姫子を殺し しまっ い ことは、異類であることの要素の一つと るのでは か 弟日姫子自身も遊行女婦的な側面を窺わせて、神に相応しい女性としては描かれていないのである。
Ｂ後日譚における異形の者と弟日姫子との異類婚としての展開は、
Ａ別離譚で 弟日姫子の行動 、 「鏡」 「褶」 内在す 呪力契機とする、鏡渡と褶振峰の地名起源譚で構成されている。そこには、非日常の土地とそれを区切る境界という把握があ 弟日姫子譚がこのように理解される背景には、後の大将軍大伴狭手彦と う歴史的人物と土地の女
 弟日姫子の恋が、二人の越え難い身分差に
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